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「乳幼児健診で見つかる“ちょっと気になる子”
―線で行う評価と支援―」

板橋区と当院における 5歳児健診について

平山 貴度（平山医院）

1．は じ め に

すでに 5歳児健診の必要性を実感し，以前より 5歳
児健診に携わっている我々としてはようやくこの時が
来たか，ずいぶん時間がかかったな，という印象だが，
2023年こども家庭庁は，出産後から就学前までの切
れ目のない健康診査の実施体制を整備することを目的
として，新たに「1か月児」および「5歳児」に対す
る健康診査の費用を助成する考えがあることを発表し，
1か月および 5歳児健診は従来の任意健診と同列に位
置付けられることになった。
さらに 5歳児健診において所見が認められた場合に，
必要な支援につなげる地域のフォローアップ体制が重
要とされており，5歳児健診実施を期待しているよう
だ。

2．5歳児健診開始の必然性

厚生労働省は，すでに 2003年に「軽度発達障害児
の発見と対応システムおよびそのマニュアル開発に関
する研究」１）を発表していた。その中では研究代表者
として，当時鳥取大学の小枝達也医師の 5歳児健診の
成果が記載されていた。そこで東京都医師会次世代育
成支援委員会では 5歳児健診の重要性を認識し，普及
のため事業の実現に向けて検討を重ねた。そして小枝
医師の 5歳児健診を全面的に採用させていただき，
2011年に 5歳児健診―東京方式―２）（以後東京方式と
略す）が作成された。その後，完成した東京方式の普
及活動を都内各地区で展開するとともに，板橋区では
5歳児発達診療と呼称し，受診希望者を対象とした診

療の形で 2011年より，区内 31カ所の医療機関にて個
別診療方式で開始した。
2024年現在も実施中であるが，開始後 2年間で計 87
名の受診があった。

3．5歳児発達診療の実際

実際に受診希望者が来院するまでの経過は図 1の
とおりである。まず，受診希望医療機関に予約を取り，
保護者の状況に応じて，問診票や SDQ用紙を入手し，
記入後必要書類を持って受診する。担当医師は東京方
式に沿って診察し，必要があれば診察所見の補完とし
て，また，保護者の気づきをうながす目的で，用意さ
れた詳細な質問を使用し検討することによって，より
精緻な結果を導き出すようにする。その後保護者に問
題の有無（問題なしの場合はそこで終了），今後の対
策などを伝えることになる。

4．事後指導について（図 2参照）

まず，事後指導があっての 5歳児健診であると言え
る。5歳児健診は，就学を控えた保育園でいえば年中，
年長の児が対象である。保育園がプールなら，小学校
はいわば大海原というほどの開きがあると私は考えて
いる。そこで問題を抱えた児においては，大海原に漕
ぎ出す準備が必須である。したがって，就学までの間
に 1年余の時間がある場合は療育施設や園で指導を受
けることも良いであろう。また，翌年に就学を控えた
場合は，就学相談を受ける必要がある。事後措置とし
てはその判断を下すこと，即ち療育の場合には受給者
証発行の依頼を準備する。就学相談のためには児の特
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図 1　5歳児発達診療受診までの手順

図 2　今後の 5歳児健診の事後指導

性について情報提供をすることが必須であると考えて
いる。我々の診療事業においても，調査を行った開始
初期の段階では，事後措置が必要と思われる症例の 23
例中 20例で何らかの措置が施されていた。

5．ま と め

我々の 5歳児発達診療が開始された当時に比較して，
発達障害と言う文言に関する情報や理解は一般社会に
も小児科医の間にもかなり浸透して来たと思う。また，
指導の必要な対象者数も徐々に増加している印象があ
る。こども家庭庁が 5歳児健診の実施を任意健診とし
て呼びかけるようになったのも，学校側の対応に苦慮

する事例が極限にまで達したことの裏付けではないか
と考えている。
私は，学校が対応に苦慮する児の特性（疾患）は読

字，書字，計算に障害を持つ SLDと ASD（自閉スペ
クトラム症）が中心にあると考えている。従ってこの
2つは重点的に診察して行こうと考えている。

6．最 後 に

最近は学校側も就学相談を通して子どもの受け入れ
態勢の充実を図っているようである。特別支援教室の
在り方など医師や保護者からすると，まだまだ不満の
残るところだが，5歳児健診の充実による子どもたち
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の今後に期待したいところである。
最後に，今回発表と執筆の機会を与えて下さいまし
た，日本小児保健協会の諸先生方，スタッフの方々に
感謝を申し上げます。
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